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研究成果の概要（和文）：モンゴル南部における鉱山開発や鉄道･道路建設が野生動物の大移動へ及ぼす影響の評価を
目的とし、衛星追跡による鉄道建設前のモウコガゼルの移動の実態把握と、環境情報データと分布確率推定モデルを用
いた生息適地推定をおこなった。高精度の生息適地地図の作成に成功し、モウコガゼルの生息地選択に重要な要因は冬
季と夏季で異なることや、生息適地の年変動が大きいことが示された。環境変動の大きい本地域では、野生動物の広範
囲の移動可能性を確保した保全対策の重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：To assess impacts of mining and railroad constructions on long-distance movement 
animals in southern Mongolia, we tracked Mongolian gazelles by satellite and evaluated gazelle’s habitat 
suitability. Highly contributed environmental variables for habitat suitability for the Mongolian 
gazelles varied with the season, and spatial distribution of habitat suitability changed seasonally and 
interannually. Maintaining accessibility to wide areas would be important considering variability of 
environmental conditions to conserve for long-distance movement animals in this area.

研究分野：動物生態学
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１．研究開始当初の背景 
(1) モンゴル南部のゴビ地域では、長い歴史

的時間にわたって、低い人口・家畜密度で遊

牧生活が営まれてきた。そのため現在でも乾

燥地特有の生態系や、長距離移動をおこなう

大型野生動物などが比較的よい状態で残され

ている。しかし、大規模な鉱山開発が進行中

であり、鉄道や舗装道路の建設が計画･着工さ

れている。鉱山開発とそれに伴う鉄道･道路建

設は野生動物の生息地を分断化し、動物の行

動パターンや生存率を大きく変える可能性が

ある。 

 

(2)  本地域には数千頭の群れで長距離移動

をするモウコガゼルなどの野生哺乳類が生息

している。これまでに、現存する鉄道がモウ

コガゼルの移動の障害であることや、気象･

植生条件の季節変化や年変動に対応して、モ

ウコガゼルは利用場所を変えることが示され

ている。 

 

(3) 大型動物の大移動は世界でもわずかな地

域にしか残っておらず、本研究対象地は世界

的にも保全上重要な地域である。かつては長

距離移動動物の追跡は困難であり、開発前か

らの移動の実態に関する継続的データはほと

んど存在しない。大規模開発前の野生動物の

移動や生息地利用の実態の解明は、今しかで

きない緊急の課題である。 

 

２．研究の目的 
(1) モンゴル南部ゴビ地域を対象に、鉄道建

設前のモウコガゼルの移動・生息地利用の実

態を把握する。衛星追跡により、モウコガゼ

ルの年間行動圏、鉱山周辺および鉄道･道路建

設予定地の利用の有無、現存道路横断の有無

や頻度、選択的利用地域を明らかにする。 

 

(2) 植生指数や積雪などの衛星画像解析と、

鉱山や鉄道などからの距離、地形などの環境

情報データの解析により、本地域のモウコガ

ゼル個体群が好む環境、避ける環境を明らか

にする。さらに、過去の植生・積雪データを

用いて、生息適地の年変動を推定する。 

 

(3) 現時点でのモウコガゼル利用地域および

生息適地と、鉄道･道路建設予定地の地理的関

係から、鉄道･道路により生息地が分断された

場合の利用可能な生息適地面積の減少率や、

気象条件の変動に伴う生息適地面積の年変動

を予測する。 

 

３．研究の方法 
(1) 2013年9月にモンゴル南部ドルノゴビ県

でモウコガゼル9頭を捕獲し、衛星追跡用GPS

首輪を装着し、8時間間隔で位置データを取得

した。8個体のデータは順調に取得され、約1

年間の位置情報を得た。 

 

(2) 追跡個体が高頻度で利用した地域やほと

んど利用しなかった地域の環境調査と交通量

の聞き取り調査を、2014年6月にモンゴル南部

でおこなった。 

 

(3) モウコガゼルの位置データと、地形、植

生指数（NDVI）、積雪日数、街からの距離等

の環境情報データを用い、冬季（12-2月）と

夏季（6-8月）の生息確率推定地図を作成し、

生息確率に影響が大きい要因を解析した。 

 

(4) 年変動がある環境条件（NDVI、積雪日数）

については、過去の数年分の状況を地図化し

た。モウコガゼル追跡年の分布確率モデルを

用い、過去の生息適地の年変動地図を作成し

た。 

 

４．研究成果 

(1) 8 個体のモウコガゼルの追跡個体のうち

4 個体は、捕獲地点から 100km 以内の地域を

追跡終了時まで利用し続けたのに対し、別の

4個体は11月から12月にかけて東へ移動し、

4 月には西へ戻った。これは本地域のモウコ

ガゼル個体群の季節移動パターンは部分的

季節移動である可能性を初めて示唆した結

果である。年間を通してあまり移動しなかっ

たタイプでも、冬季と夏季の利用場所の違い

が観察された。 

 

(2) 東に移動した個体中国との国境にまで

到達したが、国境を越えることはなかった。

先行研究でも示されている国境の障害効果

が、本研究で改めて示された。 

 



(3) モウコガゼルの移動の詳細な追跡によ

り、２つの選好地域を結ぶ山地に挟まれた重

要通路の存在が示唆された。その通路は小さ

な街に近く、モウコガゼルは街付近を避け、

街付近を急いで移動する傾向が認められた。

街付近での時間帯による移動距離に違いは

認められず、現時点ではまだ交通量が少ない

ためであることが考えられた。将来の街の拡

大や交通量の増大はモウコガゼルの重要通

路の利用に影響を及ぼす可能性が示唆され

た。 

 

(4) 解析に使用したモウコガゼルの位置デ

ータと環境データから、冬季、夏季とも、精

度評価指標 AUCが 0.8 以上の高精度の生息確

率地図の作成に成功した（図 1）。季節により

生息適地の空間分布は異なり、生息確率には、

冬季は積雪日数、夏季は標高や街からの距離

の影響が大きかった。これらの結果はモウコ

ガゼルの季節的な移動や生息地選択の違い

を説明する。 

 

(5) モウコガゼルを追跡した2013-14年では、 

解析対象地域において積雪が観測された地

域は 31.7%、積雪日数が 32 日以上の地域は

0.1%であったのに対し、積雪が多かった

2009-10 年ではそれぞれ 96.0%、36.3%であっ

たなど、積雪日数の年変動は大きかった（図

2）。これは生息適地の年変動とも対応し、積

雪が多い年には、追跡個体の利用場所の大部

分が生息適地でなくなることが示された。本

研究でのモウコガゼル追跡個体は約1年間の

追跡期間中に、大規模鉱山地域や新規鉄道建

設予定地の 100 km 以内に近づくことはなか

った。しかし、年によっては解析対象地域全

域が生息適地でなくなるほどの年変動が示

され、新規鉄道を越える地域を含む広範囲の

移動可能性を確保することが、長距離移動動

物の保全上重要であることが示唆された。 
 

図 1. モンゴル南部における冬季（12-2 月）および

夏季（6-8 月）のモウコガゼル生息確率地図 

図 2．モウコガゼル追跡地域における
冬季（12-2 月）の積雪日数の年変動 
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